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１　問題の所在及び目的

１．１　問題の所在
　学習指導要領総則（2017）１）では，「障害のある幼
児児童生徒との交流及び共同学習の機会を設け，共に
尊重し合いながら協働して生活していく態度を育むよ
うにすること」が明記され，また，学習指導要領の教
科編においても，「障害のある児童などについては，
学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内
容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。」
と，各教科の配慮事項が具体的に示された。
　共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システ
ム構築をめざすなかで，交流及び共同学習の展開がよ
り求められてる現状において，交流及び共同学習ガイ
ド（文部科学省，2019）２）では，交流及び共同学習で
は「相互の触れ合いを通じて豊かな人間性をはぐくむ
ことを目的とする交流の側面」と「教科等のねらいの
達成を目的とする共同学習の側面」が一体としてある
ことが示されている。しかし，これまで交流及び共同
学習は，交流の側面を重視した実践（石川・田口ら，

2016３）や藤木・廣田・村中ら，2015４））が見られる
一方で，川合・野崎（2014）５）が指摘するように，障
害のある児童生徒と障害のない児童生徒間で繰り広げ
られる共同学習においては，その重要性が指摘されな
がらも実践と研究の蓄積が少なく，共同学習の側面に
ついて十分に検討されていない。特に，共同学習につ
いて，文部科学省（2008）６）は，教科の目的を達成さ
せる目的があるとしているが，現状は，実施体制の整
備等が未だ課題となっている。また，交流及び共同学
習ガイド２）においても，交流及び共同学習の手順と留意
点（ポイント）を示し，観点を提示することに留まって
いる。十分な交流が実施されている環境において，教科
としての目的の設定や個の学びに対する評価や支援など
の教科指導に関わる実践を検討していく必要がある。

１．２　群馬大学教育学部附属小学校と特別支援学校
の実践の経緯

　群馬大学教育学部附属小学校と，特別支援学校は，
校舎や運動場を共有し，幼稚園とは隣接する立地にあ
り，登下校時などに両校の児童が自然に顔を合わせ
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ることのできる環境にある。また，その立地を生かし
て，学校間交流として昭和57年から交流教育を行って
きた。現在でも小学校の各学年と特別支援学校の教員
からなる交流担当が給食や清掃，授業など，様々な場
面での交流を考え行い，様々な場面での交流が受け継
がれている。そして，平成27年より，共同学習の側面
から，国語科や図画工作科を中心として，教科におけ
る交流及び共同学習の単元または題材づくりを両校で
行ってきている。特に図画工作科においては，低学年
から高学年までの題材を蓄積しつつある。

１．３　群馬大学教育学部附属小学校と特別支援学校
で見られた課題

　様々な交流教育や交流及び共同学習を進める中で，
小学校の教員からは，「活動はしているが，そこにど
んな教育的意義があるのか。」，「両校の子ども達の実
態把握をどのようにしていくのか。」，「教科の目標と
子ども一人一人の目標をどのように設定すればよい
か。」，「授業や交流の中で，だれが，どこまで支援す
るのか。」，「子ども達全員の学びを保障するには何が
できるか。」などの疑問が生まれていた。また，イベ
ント的な授業ではなく，継続することの難しさも強く
感じていた。交流の側面についての意義やその効果は
感じやすいものの，共同学習の側面については，教科
としての単元や題材，目標の設定，具体的な支援の方
法，個の学びに対する評価と支援の関係などの課題が
浮き彫りにされていると考える。

１．４　研究の目的
　これらのことから，群馬大学教育学部附属小学校（以
下，小学校）と，群馬大学教育学部附属特別支援学校

（特別支援学校）での知的障害のある児童生徒と知的障
害のない児童生徒との図画工作科の交流及び共同学習の
実践を基に，教科としての題材や目標の設定，目標達成
のための支援，個の学びに対する評価と方法について示
唆を得ることを目的として本研究を進めることとした。

２　研究方法

２．１　研究方法の概要
　小学校と特別支援学校における，「交流及び共同学
習」の2016年から2019年の図画工作科の４つの実践を

取り上げ，実践を通した授業構想の仕方の変化から，
児童の実態把握，目標設定，支援の留意点，評価等に
ついて考察する。

２．２　これまでの主な図画工作科の交流及び共同学
習の実践について

　図画工作科では，これまでに以下の交流及び共同学
習の実践を行ってきた。
2016年・「ごちそうパーティーをしよう」（１年）
　　　・「かみはんがで　つなげよう」（２年）
2017年・「いろいろな　はこから」（１年）
　　　・「はこで　つくったよ」（１年）
　　　・「トロトロえのぐで」（２年）
　　　・「どうぶつランドをつくろう」（２年）
2018年・「ぺったん　コロコロ」（１年）
　　　・「ならべよう　くっつけよう」（１年）
　　　・「まるめて　きって　つくろう」（２年）
　　　・「私たちの町へようこそ
　　　　～つなげてつくろうゆめの町～」（５年）
　　　・「こんなところに
　　　　　イッツアスモールワールド」（６年）
2019年・「すなやつちとなかよし」（１年）
　　　・「きらきらいろ　いろいろ」（２年）
　　　・「キラキラのまちをつくろう」（４年）
　低学年での実践が多いのは，担当学年の偏りによる
ものである。本論では，低，中，高学年での実践があ
る立体に表す題材からそれぞれ「ごちそうパーティー
をしよう」（１年），「はこで　つくったよ」（１年），

「キラキラのまちをつくろう」（４年），「私たちの町へ
ようこそ～つなげてつくろうゆめの町～」（５年）の
４題材を実践例として，実施年に沿って取り上げる。

３　実践例に見る授業構想

３．１　実践１「ごちそうパーティーをしよう」（１年）
（１）実践の概要
授業者１：中原靖友（小学校教諭）
授業者２：早川愛美（特別支援学校教諭）
授業者３：小野真美子（特別支援学校教諭）
実施時期：2016年12月
対象：群馬大学附属小学校第１学年34名
　　　群馬大学附属特別支援学校小学部１，２学年
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　　　５名（Ａ児，Ｂ児，Ｃ児，Ｄ児，Ｅ児）
　本題材は，交流及び共同学習に取り組み始めた最初
に行った実践である。特に児童への支援に重点を置
き，目標達成のための多様な方法や道筋を保障する柔
軟なカリキュラムを作成するために，CASTのUDLガ
イドライン７）に基づいた「ガイドライン～ぐんまモ
デル～」を小学校と特別支援学校が校種を越えて指
導内容を検討していく際の共通の視点とした。「UDL
ガイドライン～ぐんまモデル～」（以降ぐんまモデル）
は，アメリカの研究開発機関The Center of Applied 
Special Technology（以降CAST）の提供している

「Universal Design for Learning Guidelines」（ 以 降
UDLガイドライン）に着目し，授業構想の中で実践
的に扱うために，下位項目を統合し，UDLガイドラ
インの９項目に関わる支援の方向性を教科毎に示した
ものである。
　本題材は，みんなで楽しいパーティーをするため
に，油粘土で自分や友達の食べたい食べ物を立体で表
す学習である。児童が好きなものを思いのままに作る
ことを楽しんだり，造形的な創造活動を通して友達と
活動することを楽しんだりすることができるものであ
る。題材の指導計画は以下の通りである。

目標 いろいろな食べ物の形を思い浮かべ，粘土での表
し方を工夫しながらつくる。

評価
規準

①粘土で「ごちそう」をつくることや，みんなで
パーティーをすることを楽しもうとしている。

②つくりたい食べ物の形を思い浮かべたり，つく
り方を考えたりしている。

③丸めたり，つまみ出したり，手や指を使って表
し方を工夫している。

④友達と話しながら，「ごちそう」を選んだり，形
のよさや面白さを感じたりしている。

時間 学習活動
２ ○粘土を丸めたり，伸ばしたりしながら形を変え

ることに興味をもつ。
○交流しながらつくりたい食べ物のイメージを膨

らませる。

○思い付いた食べ物の形や大きさを考えながら，
丸めたり，伸ばしたり，ひねり出したりして，
工夫して表す。

○自分や友達のつくった「ごちそう」を並べたり，
取り分けたりして遊ぶ。

共通
事項

粘土を触った感じを楽しみながら，変化していく
形に，自分なりのイメージをもつ。

（２）授業構想について
①　児童の実態把握
　本授業では，給食等の交流学習とぐんまモデルを基
に特別支援学校教員と話し合うことで児童の実態を想
定したため，小学校教員による実態の把握は行われて
いない。また，両校の児童も初めて一緒に授業をする
状態である。

②　目標設定
　本題材の目標は，特別支援学校の児童も達成可能と
考え小学校と同じ「いろいろな食べ物の形を思い浮か
べ，粘土での表し方を工夫しながらつくる。」とした。

③　目標達成のための支援と評価
　目標達成のために，ぐんまモデル（図１）に基づき
支援を具体化した（図２）。また，留意点として，言
語での指示だけでも次の活動が理解できる子どもに
は，項目１（情報の提示）に関わり，書画カメラを
使って，教師の手元を拡大し，教師の演示にあわせて
粘土体操を行う支援は，必要がなくなる。また，作業
机を使っているため，子ども同士が互いの手元を自然
に見ることができるため，互いの手元を見て情報の取
りこぼしをリカバリーし，連続して活動に取り組むこ
とができれば，この際もスクリーンを見る必要は無い
というように，子どもたちが必要に応じて，その支援
や代わりの活動を自分で選べるようにすることとした。

図１　ぐんまモデル（図画工作科）
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（３）授業の実際
　導入で，空の紙皿を見せ，パーティーで食べたい物
を問いかけると，小学校の児童は，近くの友達と話を
して，「チキン」や「ケーキ」等，食べたいものを発
言した。附属特別支援学校の児童も「ピザ」等，食べ
物を思い浮かべることができていたことから，みんな
でごちそうを粘土でつくり，パーティーをするという
題材の意図は伝わったと考える。その後，児童らが
様々な粘土の表現を粘土に触れながら試し，形から食
べもの思い付くという造形的視点を得るために粘土体
操（教師の「丸めてころころ，つぶしてぎゅっ。」等
の言葉に合わせて，粘土の形を変えながら，粘土の感
触を楽しみながら形の変化を意識させるもの）を行っ
た。Ａ児は，粘土を重ねてハンバーガーをつくり，隣
でつくっていた小学校児童とハンバーガーセットをつ
くり始める。Ｂ児は，粘土を丸める際にいびつになっ
たが，その形からイチゴの形を想起して，その後ケー
キを作ることにつながった。Ｃ児は，最初からピザを
つくっていたが，周りの小学校児童も一緒にピザをつ
くり，具のつくり方を工夫して，いろいろなピザをつ
くった。Ｄ児は，粘土の小さな玉をカップに入れて，
ソーダをつくり始める。Ｅ児は，ひも状の粘土でモン
ブランをつくっている小学校児童を見て，ラーメンを
思いついてつくり始め，それを見た小学校の児童が，
焼豚をつくり始め，一緒にラーメンを完成させた。ま
た，振り返りのパーティーの際には，全員が児童間
で共有されたイメージを基に，つくったものを選ぶ姿
や，児童によっては教員を介してはいるものの，つ
くったものについて話し合う姿も見られた。
　特にＡ児と小学校児童は，導入時は席を離し，やり

取りがほとんど見られなかったのが，一緒にハンバー
ガーセットをつくる中で寄り添って座り，つくり方も
丸めた粘土をジャガイモを切るように粘土ベラを使っ
て切ってポテトをつくるようになる等の明らかな変化
が見られた（図３）。

（４）成果と課題
　本授業は，粘土という素材のもつ形にし易く，何度
でもつくり替えることができるよさと，「ごちそう」
というイメージを具体化しやすい主題によって全員が
授業に参加し易いものとなっていた。また，「ごちそ
うパーティーをしよう」という題材名からも分かるよ
うにごっこ遊びを活動として含み込むことで，自然に
交流が生まれ，目標達成のために学び合うことができ
た。
　既述の特別支援学校の児童の姿からは，交流として
の成果もあり，また，共同学習の面では，小学校の授
業の目標を達成していると考えられる。一方で，目標
に向かう途中の姿に見られる個の学びについて捉え切
れていないという課題もある。児童一人一人の学びを
意識し支援していくために，児童の実態把握を基にし
た目標設定や支援が必要であると考える。

図３　Ａ児と小学校児童の関係の変化

図２　本題材の支援の具体化
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３．２　実践２「はこで　つくったよ」（１年）
（１）実践の概要
授業者１：中原靖友（小学校教諭）
授業者２：三澤哲彦（特別支援学校教諭）
授業者３：松本彩美莉（小学校補助教諭）
実施時期：2017年２月
対象：群馬大学附属小学校第１学年34名
　　　群馬大学附属特別支援学校小学部１，２学年
　　　３名（Ａ児，Ｂ児，Ｃ児）
　本題材は，「ごちそうパーティーをしよう」（１年）
の２ヶ月後に行った実践である。特に児童の実態把握
に重点を置き，ぐんまモデルに基づいて，ひとりひと
りの児童が目標達成に向かう道筋や支援をさまざま準
備することを重視し，小学校教員の授業構想に反映さ
せることを考えた。
　本題材は，様々な箱の形や，並べる，つなげる，積
む活動を楽しみながら，箱の組合せ方や接着の方法な
どを試して，思い付いたものを立体に表すものであ
る。題材の指導計画は以下の通りである。

目標 集めた箱の形や，並べる，つなげる，積む活動を
楽しみながら，思い付いたものを工夫して表す。

評価
規準

①箱を組み合わせ立体に表すことを楽しもうとし
ている。

②箱を並べたり積んだりしながら，表したい形を
考えている。

③表したい形になるように，箱の組合せ方や接着
の方法を工夫している。

④自分の作品について話したり，友人の話を聞い
たりして，組み合わせてできたものの面白さに
気付いている。

時間 学習活動
２ ○箱を並べたり，積んだりする活動を楽しみなが

ら，自分のつくりたいものを考える。
○自分のつくりたいものに合わせて，箱の積み方

やつなぎ方，組合せ方を工夫しながら接着の材
料や方法を試行錯誤してつくる。

○自分達の作品を展示し，友達と話したり，遊ん
だりしながら，表した作品について楽しむ。

共通
事項

箱を並べたり積んだりする活動を通して箱の形や色
をとらえ，自分のつくりたいもののイメージをもつ。

（２）授業構想について
①　児童の実態把握
　本授業は，交流及び共同学習の「いろいろな　はこ
から」（１年・造形遊び）と関連する題材であり，そ
こでの児童の姿と事前に小学校教諭が特別支援学校で
行った授業の児童の姿から実態把握を行っている。
　「いろいろな　はこから」で，Ａ児は，図工室から

廊下へと並べられた箱を見
て，その後，小学校児童と
一緒に箱を並べ始める。そ
の際，箱の色や高さなどを
揃えるように箱を選ぶ姿が
見られた（図４）。
　Ｂ児は，最初，椅子や机
を作っていたが，筒状の箱
や，テープの芯を転がして
いる小学校児童に気付く
と，一緒に転がす道をつ
くり始める（図５）。その
後，鑑賞の場面では，つな
がった箱や積まれた箱の間
を歩きながら「イッツアス
モールワールド」を鼻歌で
歌い，振り返りのプリント
にディズニーランドと書いていた。
　Ｃ児は，左右の箱の高さを揃えて，その上に箱を積
んでトンネルを作り始め，それに気付いた小学校児童
と一緒にトンネルをつなげ，覗いたり，手をつないだ
りする姿が見られた（図６）。
　３名とも，「いろいろな　はこから」の目標であ
る「箱を並べたり積んだりしながら，箱の形やいろと
いった特徴に気付き，イメージを広げて活動する。」
という目標をおおむね達成
していると考える。
　事前授業では，Ａ児は，
箱の高さや色を考えて箱を
選び，立体として立つ人形
を作る姿が見られた（図７）。
　Ｂ児は，自分の家（マン
ション）のリビングをイ
メージし箱の幅や接着の仕
方を考えて，ソファーやテ
レビなどを作る姿が見られ
た（図８）。
　Ｃ児は，細長い箱を使っ
てキリンを作ろうとする
が，平面的に箱をつなげる
ことはできるが，立体的に
形を捉えていない（図９）。 図９　児童Ｃの様子

図６　造形遊びの児童Ｃの様子

図８　児童Ｂの様子

図５　造形遊びの児童Ｂの様子

図７　児童Ａの様子

図４　造形遊びの児童Ａの様子
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　これらのことから，Ａ児，Ｂ児については，技能面
での個別の支援は必要ないものと考えた。Ｃ児は，立
体につなげるための方法の演示など，立体につなげる
支援が必要だと考えた。また，小学校児童との関わり
については，３人とも見られるが，Ａ児，Ｃ児は，言
語でのやり取りが見られず，また，文字を書くことは
できていないため，言語でのやり取りを仲介する支援
が必要だと考えた。

②　目標設定
　本題材の目標は「集めた箱の形や，並べる，つなげ
る，積む活動を楽しみながら，思い付いたものを工夫
して表す。」であるが，「いろいろな　はこから」で，
目標を達成していると考えたため，目標は小学校と同
様とした。その上で，児童
が本時の活動を具体化でき
るよう，授業のめあてにつ
いては，三澤教諭（特支）
が事前に児童と確認して設
定した（図10）。

③　目標達成のための支援と評価
　目標達成のために，ぐんまモデルに基づいて段階的
な支援を考え，児童が必要に応じて選ぶことができる
ようにした。これにより，児童に実態に合わせた教科
として目標達成に向かうための多様な支援の視点を得
て，指導案の本時の展開にも反映させた。評価につい
ては，「ごちそうパーティーをしよう」の中で，小学
校の目標を達成する姿が見られたため，本授業でも同
様に目標達成に至るものと考え，小学校と同様とし
た。
　個別の支援については，技能面で，特にＣ児に対し
て，言語でのやり取りの仲介として必要に応じて教員
が場面毎に声をかけることとした。Ａ児，Ｂ児につい
ては，全体への支援でおおむね対応できるものと想定
した。

（３）授業の実際
　授業の中で，Ａ児は，細長い箱を手に取ったり，大
きな箱を手に取ったりし，なかなかつくり始めること
ができなかった。事前に考えていた自身のめあてより
も種類の豊富な箱や，小学校の児童が作っているもの

に興味をもって見て回ることが多く，何を作るのか決
めかねる姿が見られた。Ｂ児は，黙々と箱の高さを揃
えて，構造的にマンションを作っていた。マンション
が高くなりすぎると，周りにいた小学校の児童が一緒
につくり始め，しっかり立つように土台の部分を大き
くつくり始めた（図11）。Ｃ児は，小学校の児童が箱
で海賊船を作り，その後，
海賊の銃をつくり始めたの
を見て，同じように銃や剣
をつくり始め，自然に立体
的な箱のつなげ方をする姿
が見られた。

（４）成果と課題
　実態把握を行い，ぐんまモデルを基に支援を考える
ことで，必要な支援を網羅的に考えることができた。
一方で準備した支援が多く児童自身が必要な支援を選
べなかったり，不必要な支援によって児童の学びが
深まらなかったりする場面もあった。特に，「できな
いから。」と支援を増やすことで，自力で作品をつく
れるようにはなるものの，試行錯誤したり，周りの児
童と関わったりする必要性が薄れることもあり，児童
のできないことではなく，できることに着目すること
で，児童に任せることを明確にして支援を絞り込む必
要がある。また，Ｂ児が箱を積み上げている中で，小
学校児童と協力する姿が見られたが，全体としては，
児童がつくることに集中し，「ごちそうパーティーを
しよう」や「いろいろな　はこから」で見られるよう
な交流の姿が少なかった。個別のめあてをもつこと
が，個の活動への集中につながったと考えることもで
きるが，両校の目標や個々のめあてをつなぐことが，
相互関係の中での学びを成立させるために必要であっ
た。一方で，Ｃ児は，本来の授業の目標から外れてい
るが，銃や剣をつくって遊ぶ中で，事前授業では平面
的に箱を組み合わせていたのが，小学校児童を真似た
り，持って遊んだりすることで，自然に立体的に箱を
組み合わせることにつながった。児童同士の交流が目
標達成のための大きな支援となることから，題材設定
や具体的な学習活動の設定の際に，児童同士の交流を
意識する必要がある。評価については，小学校の評価
規準では，個の学びを捉えきれないことが明確となっ
たため，児童の姿を具体的に捉え，個別に設定する必

図10　めあての発表の様子

図11　Ｂ児と小学校児童の様子
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要がある。

３．３　実践３「私たちの町へようこそ～つなげてく
ろうゆめの町～」（５年）

（１）実践の概要
題材名：「わたしたちのまちへ　ようこそ
　　　　　―つなげてつくろう夢のまち―」
授業者１：中原靖友（附属小学校）
授業者２：南雲亮太（附属特別支援学校）
授業者３：早川愛美（附属特別支援学校）
実施時期：2018年３月
対象：群馬大学附属小学校第５学年34名
　　　群馬大学附属特別支援学校小学部５，６学年
　　　３名（Ａ児，Ｂ児，Ｃ児）
　「はこで　つくったよ」の反省を踏まえ，本題材で
は，交流を意識し緩やかではあるが共同制作の活動を
含み込んだ題材を設定した。また，両校の目標や評価
について具体化するために，学習指導要領に基づい
て，評価に関わる児童の具体的な姿を想定し，できる
ことに着目して目標達成のために必要な支援を絞り込
んだ。
　本題材は，友達と協力し，ダンボール箱で自分達の
思い描く大きな楽しい町をつくる学習である。題材の
指導計画は以下の通りである。

目標 友達と協力して町のイメージを共有しながら，ダ
ンボ－ル箱を加工したり，色を塗ったりして，自
分なりのイメージをもってつくりたい町をつく
る。

評価
規準

①知識・技能：友達とイメージを共有しながら自
分なりのイメージに合わせて，ダンボールの接
合の方法や色の塗り方などの表し方を工夫して
表している。

②思考力・判断力・表現力等：友達と話したこと
や想像したことから，表したいことを見付け，
町並みの色合いや意味を捉え，自分なりにイ
メージした町の表し方について考えている。

③学びに向かう力・人間性等：身近な町並みや自
分達でつくった町の美しさや面白さに気付き，
一人一人の多様な思いを集めて１つの町をつく
ることを楽しんでいる。

時間 学習活動
１ ○つくりたいと思う建物や，その形や色について

話し合ってアイデアを出し合いながら，自分達
のつくりたい町を思い描く。

４ ○友達と協力して，ダンボール箱を加工したり，
色を塗ったりして自分なりの思いに合わせて建
物をつくったり，つながりを試行錯誤しながら
並べたりして町をつくる。

１ ○つくった町を歩いたり，建物を覗いたりして，
形や色の面白さや，つながりや意図について友
達と話し合う。

共通
事項

友達と一緒に自分達の思い描く町をつくりなが
ら，形，色，構成などの造形的な特徴を理解し，
多様な考えや表現を認め，自分なりのイメージを
もつ。

（２）授業構想について
①　児童の実態把握
　本授業では，小学校教諭
が特別支援学校で行った事
前授業の児童の姿から，教
科に関わる知識・技能の確
認と思考の傾向，コミュニ
ケーションの様子について確認した（図12）。
　知識・技能の確認では，カッターなどの用具の扱い
方や思いついたものを立体で表現できるかどうかを確
認した。その結果，以下のように把握した。

児童 知識・技能の実態
Ａ ５年生と同程度，切断に関してはそれ以上
Ｂ ５年生と同程度，巧緻性はやや劣る
Ｃ 絵を描くことは５年生と同程度，切断等は個別に

支援が必要

　また，思考の傾向としては以下のように把握した。

児童 思考の傾向
Ａ 屋根の形など立体を捉えつくることができる。
Ｂ バスの形など立体を捉えつくることができる。
Ｃ ドアや窓をつくることはできるが，形を立体とし

て捉えない。絵などの表現にこだわりあり。

　コミュニケーションの様子については，Ａ児，Ｂ児
は，相づちを打ったり，自分のつくりたいものや作り
方を説明したり，「どうすれば，いい。」と尋ねたりす
ることができ，十分に言語によるやり取りができる。
Ｃ児は，言語のやり取りに難しさがあるが，自分の考
えたことを絵に表したり，絵を指さして「こうしたい
の。」と尋ねるとうなずいたりすることができる。

②　目標設定
　目標設定に対して，阿部宏行氏８）や図画工作科の
教科調査官の岡田京子氏が提案している授業の構造化
の方法を使って，小学校学習指導要領と特別支援学校
指導要領を比較した（図13）。そして，学習指導案に

図12　小学校教員の事前授業
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位置づけた。下線部の部分が特別支援学校学習指導要
領に関わる部分である。
　例えば，知識及び技能では，ダンボールを使って思
い描いたものをつくることを１段階，ダンボールの接
合の方法や色の塗り方を活用することを２段階，思い
描いたものの表現に適した方法を選ぶことを３段階に
関わるものとした。
　そして，以下のように個別の目標設定をした。

児童 主な目標設定
Ａ 小学校児童と同等の目標，特に他者との関わりに

より，自分なりのイメージを広げる。
Ｂ 思考・判断・表現力等については２段階，他者と

関わりながらつくりたいものを見付ける。
Ｃ 全て１段階，立体的な造形を考えられるか，また，

他者と関わりながらの活動に参加する。

　また，評価に関わり評価の具体的な姿を以下のよう
に設定した。

児童 主な評価の具体的な姿
Ａ 自分や友達のつくっているものを見たり，一緒に

つくったりしながら，互いの意図を踏まえてつく
るものを思いつき，形や色等を変えて試している。

Ｂ 一緒につくる人の考えや，つくるものの関係性な
どを考えて，つくりたいものを思いついている。

Ｃ 友達と関わる中で，自分のイメージを伝えたり，
イメージを立体的に表そうとしたりしている。

　その上で，「つなげてつくろうゆめのまち」という
共通のテーマを設定した。「つなげて」という投げか
けは，交流での児童間の具体的な交流を含む活動を示
すものである。

③　目標達成のための支援と評価
　集団指導においては，ぐんまモデルに基づいて段階
的な支援を考えた。その際，支援の重点化を考え，環
境整備と情報の提示を視点とした。これは，交流及び
共同学習に限らず，図画交工作科の授業では，日常的
に行われるものであるが，特に交流及び共同学習の中
では，特別支援学校の児童の実態を踏まえ，より情報
にアクセスしやすい環境を整えた。例えば，接着に関
わる用具材料は赤い机の所といったように色でも捉え
られるようにするなど配慮を行った。
　また，めあて，ルール，スケジュール，児童が使う

図13　小学校学習指導要領と特別支援学校指導要領の比較（指導案より抜粋）
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ワークシート，活動中の写真なども提示し，必要に応
じて確認しながら学習を進めることができるようにし
た。
　特に本授業では，グループ別の活動が中心となるた
め，児童同士がイメージを共有するのために大きな付
箋紙を使ったツイートを設
定した（図14）。これは，
言葉だけでなく，思いつい
たことを話し言葉で書いた
り，絵にしたりすること
で，特にＢ児とＣ児の支援
として想定した。
　個別指導では，合理的配
慮を視点とし，特にＣ児へ
の支援を設定した。Ｃ児と
のやり取りの中で使った
カード（図15）であるが，
小学校の教員も持ち歩き，積極的にＣ児が選択する場
面を促すこととした。
　また，特別支援学校の児童の学びと次時の支援を具
体化した支援計画を作成した。以下は，その一部であ
るが，特別支援学校教員が中心となり作成し，指導案
と合わせて，必要な支援や学校間の教員の連携，一時
間の授業レベルで何ができるようになったのか，何を
学んだのかを具体的に記述した（図16）。

（３）授業の実際
　小学校の児童は，友達と協力して自分たちのつくり
たい町を箱の加工を工夫したり，イメージを伝え合っ
たりしながらつくることができた。
　Ａ児は，相手の意図を踏
まえてつくるものを考え，
形や色，構造などを工夫
し，小学校の児童に教える
姿が見られた（図17）。
　Ｂ児は，小学校の児童と
話し合いの中で思いを伝え
ながら，自分のつくりたい
駅のイメージを広げてつく
ることができた（図18）。
　Ｃ児は，立体表現はほと
んど見られないが，小学校
児童と関わる中で，思いを
ツイートに絵で表したり，
屋根を作って色を選んで
塗ったり，思い付いた飾り
をつくったりことができた

（図19）。また，アーチ型の
屋根をつくりたいという思いをもち，小学校児童が試
行錯誤するきっかけとなった。
　これらのことを踏まえた特別支援学校の子どもたち
の評価は，以下の通りである。

児童 教科の評価
Ａ 互いの意図を踏まえてつくるものを考え，形や色，

構造などを工夫していたことから，十分に目標を
達成している。

Ｂ 話し合いの中で思いを伝えたり，イメージを共有
したりしてつくることができたことから，十分目
標を達成している。

Ｃ 小学校の子が話したことを聞いていて，その絵を
付箋紙に描いたり，つくっていた屋台に合わせた
色を選んで塗ったり，思い付いた飾りを作ったり
していたことから，おおむね目標を達成している。

（断続的にではあるが，十分目標を達成している
姿も見られ，児童個別の学びに合わせて評価を検
討する必要がある。）

（４）成果と課題
　題材自体が緩やかな共同制作の活動を主とするもの
であり，「町」というイメージを共有し易い具体的な
ものを設定することで，つくりたいものに関係のあ

図1❻　個別の指導と評価の計画

図1❾　ツイートの様子

図1❺　支援カード
図1❽　イメージを伝え合う様子

図1❹　ツイートの付箋
図1❼　つくり方を教える様子
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る児童が集まったり，離れたりしながら，両校の児童
が様々な形で関わることを促した。これにより，Ａ児
が，小学校児童のつくっているダンボール箱がゆがん
で倒れてしまっているのを見て，筋交いのようにダン
ボールを入れることを教えたり，カッターが上手く使
えない小学校児童を手伝ったりするなどの教え合う関
係，Ｂ児が，「この箱使っていい。」と小学校児童に聞
いたことに対し，小学校児童が「何に使うの。」と聞
き返し，互いの意図を伝え合って，合意形成を図る関
係などの共に学ぶ関係の構築につながったと考える。
更にＣ児のアーチ型の屋根の発想をきっかけに小学校
児童が試行錯誤し，小学校児童の学びを深めることに
もつながった。支援に関しては，情報へのアクセスの
保障とコミュニケーションへの支援を中心に整理した
ことが，試行錯誤しながら他者と関わることを促すこ
とにつながった。特にツイートは，イメージやコミュ
ニケーションの過程を可視化することができ，両校の
児童にとって有効であった。評価については，Ｃ児
が，小学校児童と一緒につくる中で，突然，立体的な
アーチ型の屋根をつくり始めたことに対して，強化の
ための言葉がけが上手く行えなかったこともあり，交
流によって引き上げられる姿も含めて想定しておく必
要があった。授業内の形成的評価について，両校の教
員が共通理解をしておく必要がある。

３．４　実践４「キラキラのまちをつくろう」（４年）
（１）実践の概要
題材名：「キラキラのまちをつくろう」
授業者１：中原靖友（附属小学校）
授業者２：田口翔平（附属特別支援学校）
授業者３：早川愛美（附属特別支援学校）
実施時期：2019年３月
対象：群馬大学附属小学校第４学年34名
　　　群馬大学附属特別支援学校小学部４学年
　　　５名（Ａ児，Ｂ児，Ｃ児，Ｄ児，Ｅ児）
　本題材では，「私たちの町へようこそ」（６年）の実
践を踏まえ，児童の評価に重点を置いて実践を行っ
た。
　本題材は，光を通す材料を組み合わせて，友達と協
力しながら自分のつくりたい町並みをつくる学習であ
る。題材の指導計画は以下の通りである。

目標 光を通す材料を組み合わせて，友達と一緒に自分
なりのイメージをもってつくりたい町をつくる。

評価
規準

①知識・技能：光をあてたり，光の通り方を確か
めたりしながら，光を通す材料や材料を反射し
た光のよさや面白さに気付き，材料の組合わせ
や色，接着の方法を工夫している。

②思考力・判断力・表現力等：光を通した見え方
の変化から，つくりたい町をイメージし，光を
通した際の形や色の組合せを試して，町の表し
方について考えている。

③学びに向かう力・人間性等：透明な材料の光を
通した際の形や色の見え方の変化に関心をも
ち，材料を組み合わせて友達と光る町をつくる
ことを楽しんでいる。

時間 学習活動
１ ○持ち寄った材料を見合い，材料に光を通して見

え方の変化などを感じ取り，つくりたい町を考
える。

２ ○自分のつくりたいものに合わせて，材料の組合
せを工夫し，光を当てて作品の見え方を試行錯
誤してつくる。

１ ○作品を並べて鑑賞し，自分や友達の作品の，形
や色，光を当てたときの見え方よさや面白さを感
じる。

共通
事項

友達と一緒に自分達の思い描く町をつくりなが
ら，光り方や形，色，構成などの造形的な特徴を
理解し自分なりのイメージをもつ。

（２）授業構想について
①　児童の実態把握
　本授業では，特別支援学
校の導入時に小学校教諭が
特別支援学校で行った授業
の児童の姿から実態把握を
行っている（図20）。教科
に関わる知識・技能の面で
は，Ａ児，Ｂ児，Ｃ児は，透明な素材の光り方の違い
に気付き，材料を組み合わせたり，接合したりするこ
とができた。思考面でも，導入に使った夜景やイルミ
ネーションの写真などから課題を把握して，タワーや
観覧車などのイメージをもつことができた。Ｄ児は，
教師が寄り添う中で作ったり，一緒に作りながらイ
メージを引き出したりする必要がある。コミュニケー
ションの様子では，Ａ児とＢ児は，言語でのやり取り
が可能であり，教師のアドバイスでイメージを広げた
り，表現の工夫につながったりする様子が見られた。
Ｃ児は，気持ちが向いている時は，言葉のやり取りや
演示によるコミュニケーションをとることができた。
Ｄ児は，小学校教師の腕を持ったり，膝に乗ったりす

図20　導入時のＢ児，Ｃ児
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る姿が見られ，寄り添っての１対１のやり取りの中で
活動することができた。
※Ｅ児は，欠席。

②　目標設定
　目標設定では，小学校学習指導要領と特別支援学校
指導要領を比較し学習指導案に位置づけ，以下のよう
に目標設定をした。

児童 主な目標設定
Ａ 小学校児童と同等の目標，他者と関わり，表現の

工夫や見方を広げることが課題
Ｂ 全て３段階，他者と関わりながら見付けた表現の

工夫や感じたことを生かすことが課題
Ｃ おおむね２段階，鑑賞に関わる思考力・判断力・

表現力については，１段階。小学校の授業時間の
中での気持ちの切り替えや他者と関わりながら活
動に参加することが課題

Ｄ 全て１段階。人数の多い中で活動に参加し，自分
なりにつくることが課題

Ｅ 小学校児童と同等の目標，他者との関わり，表現
の工夫や見方を広げることが課題

　また，評価に関わり評価の具体的な姿を以下のよう
に設定した。

児童 主な評価の具体的な姿
Ａ 自分や友達のつくっているものを見たり，つなげ

たりしながら，互いの意図を考え，感じたことを
基に新たな見方で試している。

Ｂ 自分や友達のつくっているものを見たり，つなげ
たりしながら，気付いたことを自分の表現に生か
している。

Ｃ 友達と関わる中で，表現のよさを感じ取り，自分
の表現に生かそうとしている。

Ｄ 自分なりにイメージし，自分なりに作ろうとして
いる。

Ｅ 自分や友達のつくっているものを見たり，つなげ
たりしながら，互いの意図を考え，感じたことを
基に新たな見方で試している。

③　目標達成のための支援と評価
　集団指導においては，ぐんまモデルに基づいて段階
的に支援を考えた。その上で交流を促し，また，交流
の際のコミュニケーションの質を高めるための支援と
して以下の支援を重視した。
・光を通す材料を使って自分達の考えた町を友達と一

緒につくったり，つくったものを並べたりして，町
の光り方を確かめながらつくる場を設定する。

・つくった町を様々な角度から見て，自分の気に入っ

た場所に自分の写真を置いて見え方をデジカメ，タ
ブレット等で撮影し，振り返る活動を設定する。

　個別指導では，児童の指導と支援計画を作成し，具
体的な言葉がけ等を両校の教員が共通理解の上で行う
こととした。以下は，児童Ｅの指導と評価から，本時
に関わる部分を抜粋したものである。

期間・
回数

３月１日～３月12日・
４回（本時は１回目）

目標 ・「○○だよ」と見立てたものを友だちに伝えなが
ら，まちをつないだり，新しいまちの構成物を
つくったりする。

支援
方法

・友だちとのかかわりをつなぐことができるよう
に，「○○をつくったのですね」「○○をつない
で，まちがひろがりましたね」などと代弁する。

観点
評価
規準

思判「○○をつなぐ」「○○をつくる」などと話し
て，自分と友だちの作品をつないだり，新しくつ
くりたいものを見つけてつくったりしている。

Ｅ君
の姿

【期待する姿】
・作品を並べてまちをつないでいく中で，まちの

イメージを広げながら，道路や橋などの新しい
まちの構成物をつくることができる。

・友だちに「エレベーターをつくった」「雪だるま
だよ」などと話している。

・ライトで光らせたまちを見る際には，上下左右
に動いて，様々な角度からまちを見て，見え方
の違いを感じることができる。

（３）授業の実際
　Ｂ児は，近くの小学校児
童の作品を見たりしなが
ら，使う材料が増えていく
姿が見られた。鑑賞の場面
では，タブレットを使って
小学校の児童と見え方を確
認したり，言葉でやり取りしたりする姿が見られた。
振り返りでは，自分の表現の意図や工夫を言葉で伝え
ることができた（図21）。
　Ｃ児は，小学校児童がペンで色を着けているのを見
て，自分の作品に色を着ける姿が見られた。鑑賞の場
面では，児童が集まっている所に入れずにいた。
　Ｄ児は，常時参加はできなかったものの，少し離れ
て小学校児童の様子を見ながら，ストローとコップを
つなげたり，色を着けたりする姿が見られた。鑑賞の
場面では，遠巻きに見ている様子が見られた。
　Ｅ児は，高いタワーになるようにコップをつなげて
作っていた。近くにいた小学校児童の作品を見て，エ
レベーターをつくる姿が見られた。また，近くにいた

図21　見え方を交流する児童Ｂ
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小学校児童が高さを競うようにタワーを作り始めた
り，Ｅ児が，小学校児童が雪だるまをつくり始めたの
を見て，つくり始めたりと互いに影響を与え合ってい
る様子が窺えた。鑑賞の場
面では，自分や小学校児童
のとった写真を小学校の児
童と覗き込み言葉で確認し
たり，取り直したりする姿
が見られた（図22）。評価
は，以下の通りである。

児童 教科の評価
Ａ 児童Ａは欠席。
Ｂ 小学校児童と関わることで，表現の工夫や自分の

意図を言葉にすることができ，十分目標を達成し
ている。

Ｃ 表現に広がりが見られ，表現では，おおむね目標
を達成している。鑑賞については，更なる配慮が
必要であった。

Ｅ 小学校児童の様子を見ていることが，きっかけと
なって自分なりに作る場面は見られたが，更なる
個別の配慮が必要。

Ｆ 小学校児童と関わることで，材料が工夫されたり，
イメージや見方を広げたりする姿が見られること
から，十分目標を達成している。

（４）成果と課題
　本題材では，個人でつくり，それを一つの飾る場の
上に配置しつなげる活動を設定したことで，交流を促
すことができた。また，個人でつくる場でも互いにつ
くる様子を見ながら，影響し合う姿が見られたが，こ
れは，低学年に対して周りを見ることができるように
なった学年発達によるところが大きいと考える。支援
については，デジタルカメラやタブレットが，互いの
イメージを伝え合うことに有効であった。画面を見て
配置を整える行動や，意図や感じたことを言葉にする
きっかけにつながっていた。特にＢ児，Ｅ児は，デジ
タルカメラで見え方を確認し，周りの小学校児童と配
置を変える中で，作品を置く位置の折り合いをつける
姿も見られ，対等な学習者として一緒に活動すること
ができた。課題としては，授業の主な進行を特別支援
学校教諭が行い，小学校教諭が児童の姿を教科の視点
で評価し，個別に支援を行ったが，特別支援学校の児
童の学びには，例えば，タワーを安定して立たせるた
めにコップの面積の広い方を下にすることや，組み合
わせる面の形を揃えたりすることの中で気付く算数科

に関わる学びなどの様々な学びがあり，それを的確に
見取り，評価する難しさがあった。そのため，評価に
ついては，教科の視点だけではなく，他教科や生活面
の視点を取り入れていくことが必要となる。また，自
閉傾向の強い児童の参加を保障する支援について考え
ていく必要がある。

４　考察及び今後の課題

４．１　題材の選定について
　実践１と実践２は，同時期に行った立体に表す題材
であるが，実践２では，児童同士が自然に関わる場面
が少なかった。実践２では，両校の児童共につくるこ
とに夢中になり，あまり周りを見ないことが考えら
れる。一方同時期に行った「いろいろな　はこから」
は，造形遊びなので，遊びを取り入れた交流が題材に
含み込まれているため，交流が自然に生まれたものと
考える。実践１も同様に立体に表す題材ではあるが，
鑑賞，振り返りの活動に「ごっこ遊び」が仕組まれて
おり，実践１と実践２の児童の姿の違いにつながった
と考える。実践４では，児童が自分でつくりながら周
りの児童の様子を見たり，真似したりするなど影響を
与え合う様子が見られる。交流を促す「同じ場に作品
を展示してつなげる」活動を設定している。遊びの要
素は少ないが，「光る」ことで見え方が変化する造形
的なおもしろさを感じ取りやすいことが，作品をつな
げていくおもしろさにつながり，他者と交流する必然
が生まれたと考える。また，中学年以降の他者に対す
る視点の発達も大きく関係していると考えられ，実際
に授業の中では，周りの活動の様子を見て真似たり，
話しかけたりする姿が多く見られた。実践３では，自
然発生的な緩やかな共同制作を行っているが，自分の
イメージを伝え易い題材を選ぶことで交流が学びにつ
ながっている。発達段階を考えると，共同制作の要素
があることで，合意形成をするために自分の意図を伝
えたり，相手に意図を尋ねたりすることが学びを深め
ることにつながっていたと考える。一方で，本稿で詳
細を既述していないが，「こんなところにイッツアス
モールワールド」（造形遊び，６年）では，活動に参
加はできるものの，振り返りで意図や感じたことを伝
え合う際の内容が抽象的になり，イメージを共有する
のが難しい面が見られ，学年が上がるにつれて言語化

図22　写真を撮る児童Ｅ
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や概念化が課題になると考える。
　これらのことを図画工作科の題材の特徴と合わせて
考えたい。図画工作科の題材は，大きく表現と鑑賞が
あり，表現は造形遊びと絵や立体，工作に表すことに
分けられる。造形遊びは，活動の自由度が高く交流及
び共同学習を行い易いと考えられがちであるが，高学
年の造形遊びになると活動自体はできるものの，そ
こで得た子どもの感じ方や活動の意図を言語化する際
の難しさがあると考える。絵や表現，工作に表す題材
は，技能面での差が出やすく，また，主題や内容に
よっては，制限が多く交流及び共同学習に向かないも
のもあるが，主題や内容が具体的なものは，作品から
意図やイメージを共有することができ，非言語での交
流につながるものと考える。鑑賞題材では，低学年の
活動が主体の活動は参加しやすいが，学年が上がるに
つれ概念化の面で支援が必要になる。
　また，支援とも関わるが，低学年では，自分の思い
に向かって没頭してつくる傾向が強いため，遊びの要
素などの交流を促す活動を組み込んだ題材の設定，中
学年では，周りの人と関わろうとする態度が見られる
ため，個人でつくった作品を組み合わせて，再構成す
る題材，高学年では，自分の意図を伝えたり，相手の
意図を考えたりすることができるようになるため，緩
やかな共同制作やグループでの活動を取り入れた合意
形成を必要とする題材が有効であると考える。

４．２　目標の設定について
　実践１，実践２の初期の実践では，小学校と同じ目
標を設定してるが，目標達成に向かう過程での児童の
姿や個の学びを具体的に評価することができなかっ
た。そのため実践３，実践４では，両校種の学習指導
要領の比較を行い，事前授業などの児童の実態把握を
基に児童の段階を想定したことにより個別の目標設定
を行った。その結果，ゴールが明確になり，目標を達
成した児童の姿を想定することで目標達成のための支
援を精選することができ，児童の評価と支援の具体化
につながった。不必要な支援を行わないことで，授業
内で児童自身が必要な支援を自分で選び易く，シンプ
ルな授業を構想することができ，児童の活動の自由度
を保障することにもつながっている。
　また，目標を姿レベルで具体化することで，「でき
ないから支援する」から，「ここまでは，できる」，

「ここまでは，見守る」という「ここ」の規準が教員
間で共通理解でき，教員の児童との関わり方の変化が
見られる。その上で，教員の関わりが小学校児童の関
わり方に影響を与えるため，「できる」，「見守る」と
いう教員の姿が，「できないからやってあげる」とい
う児童の関わり方から，支援や児童の共に学ぶ対等な
学習者の関係をつくることにつながったと考える。
　個別の目標設定をする一方で，実践３では，それぞ
れの目標をつなぐものとして，共通の目標や，めあて
を設定した。また，実践４では，題材名にある「まち
をつくろう」という言葉と，それを児童がつかむこと
ができるよう，特別支援学校の事前授業で小学校教員
が導入部の授業を行っている。これらの個別の目標を
つなぐ，あるいは，個別の目標を含みこむことで一つ
の授業としての活動の指針を示したことが，児童の関
わりながら学ぶという意識につながるものと考える。

４．３　目標達成のための支援と評価について
　実践１，実践２では，そもそも個別の目標設定をし
ていない（特別支援学校教員は，個別に目標設定をし
ているが，小学校教員と共有していない。）ため，目
標達成に至る過程で姿や個の学びを達成するための支
援や評価について曖昧であった。実践３，実践４で
は，児童の指導と支援の計画を作成し，個別の支援と
評価について児童の姿から具体化したことで，両校の
教員が，主とする授業者を切り替えたりしながら，柔
軟に児童の評価を行い，支援することにつながった。
　また，実践１，実践２では，UDLガイドラインに
基づき，様々な支援を想定し用意したが，網羅的に支
援を考えても必要な支援につながらず，不必要な支援
により，授業の自由度が狭められることもあった。一
方で，実践１の児童や実践２のＣ児の姿に見られる
ように，交流することそのものが児童にとっての大き
な支援となることから，授業に参加できるようにする
ための個別に必要な支援を行いつつ，実践３のツイー
トや実践４の作品を展示する場の設定のように，授業
の主たる支援を，交流を促すことや交流の中でのコ
ミュニケーションの質を高めることに重点を置いて設
定した。これにより，知識や技能の面では，真似した
り，一緒につくったりしながら自分の表現を工夫する
姿が，思考や表現の面では，デジカメの画面を見てイ
メージを共感し合ったり，互いの思いを絵や言葉を介
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して共有しながら新たな発想や見方につながる姿が見
られたことから，児童間の多様なやり取りなど，交流
の質を高めていく支援が有効であると考える。その
際，低学年では，実践１の遊びの要素に見られる身体
性，中学年では，実践４のICT機器の活用などの作品
や映像などを仲介とした言語化，高学年では，実践３
のツイートや動画での活動の記録など，思考や言語の
やり取りの視覚化など，学年発達に応じて考える必要
がある。
　評価については，特別支援学校の児童の学びは図画
工作科の授業であっても算数等の他教科や生活面に関
わるものも多く，教科の中に自立活動におけるねらい
を合わせて設定していくことが必要となる。また，実
践３，実践４では，両校の教員の授業構想時の協議の
中で，個別の目標と評価について様々な学びを想定し
たものの，子どもの姿を捉える教員の見方を更に高め
るためには，授業後に両校教員で一緒に評価をするな
どの実践後の取り組みを充実させる必要がある。

４．４　今後の課題
　交流及び共同学習において，交流を保障し，その質
を高めることが教科の学習につながっていると同時
に，教科の学習を通すからこそ，児童にとって交流が
より意味のあるものとなり，学習者としての同じ立場
に立った関係が生まれている。しかし，障害によって
は，交流すること自体が課題となることもあり，様々
な障害の種別による交流及び共同学習の実践について
検証していく必要がある。また，事前授業一つとって
も，多くの学校ではハードルが高いものと考えられ
る。今後より多くの学校で交流及び共同学習の実践を
進めるためには，実施体制の整備だけでなく，様々な
教科や学年での実践を基に，目標設定や評価の仕方を
具体化した簡潔な実践モデルを示していくことは大き

な課題となる。
　群馬大学附属学校の取り組みは，実施体制の整った
校舎校庭を共有するという特別な条件下で行われたも
のである。しかし，実施体制が整っているからこそ可
能な実践を積み重ねて，具体的な交流及び共同学習の
意義を伝えるとともに，実践モデルの構築のために更
なる実践と検証に継続して取り組んでいきたい。
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